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特別損失計上前の四半期純利益は第２四半期として過去最⾼
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業績⾒通しを据え置いた理由
受注については⼗分に確保しているものの、
お客さま企業の状況により、案件の期ズレが発⽣する可能性があるため
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配当⽅針
「安定した配当の継続」 から 「配当⾦額の継続的な増額をめざす」 という⽅針に変更

期末配当予想の修正
期末配当予想を１株当たり３６円から４円増額し、４０円に修正
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当社グループは、2018年11⽉の説明会で中期経営計画について説明
中期経営計画の実現を通じて「知識集約型ビジネス」への変⾰をめざす

※以降のスライドでは、中期経営計画の関連トピックスと進捗状況について説明
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中期経営計画にもとづき、戦略を着実に推進
中期戦略、⻑期戦略ともにバランスよく具現化
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フィットとの提携の狙いは「マニュアル市場におけるシェア獲得」を通じた「業務標準化ビジネスの拡⼤」

①マニュアル市場におけるシェア獲得
「マニュアル制作サービス市場」において、当社グループとフィットは異なる領域で事業を展開
フィットの当社グループへの参画により、「マニュアル市場におけるシェア獲得」をめざす

当社グループ
・⾃動⾞メーカーを中⼼とした製造業向け
・主に「製品の取扱説明書」や「修理書」などの「製品情報」をもとにしたマニュアルを制作
フィット
・ホテル、飲⾷店などのサービス業向け
・主に「規程集」や「業務マニュアル」などの「企業内⽂書」をもとにしたマニュアルを制作

②業務標準化ビジネスの拡⼤
当社グループはお客さま企業の「企業内⽂書」「製品情報」を活⽤した「業務標準化ビジネス」に従事している

「業務標準化」
業務効率/業務品質/安全性の向上や技能伝承などを⽬的に、最適な業務⼿順を決定・定着させること
「働き⽅改⾰」や「⼈材不⾜」が社会課題となるなかで⾮常に注⽬されているワード

提携により当社グループが扱う情報は「質/量/種類」ともに拡⼤する
今まで以上に精度の⾼い「業務標準化ビジネス」を展開できる環境をいかして、拡販をめざす
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当社グループではＡＩを活⽤した「情報資産化ソリューション」の提供を開始

例：モビリティ業界
お客さま企業内に眠っている過去の技術資料に対してＡＩを活⽤し、
電⼦的に情報検索できる仕組みづくりに取り組む

「ＯＣＲ（光学的⽂字認識）」
紙に書かれているテキストをデータ化

「整流化」
データ活⽤に向けた情報整理、関連情報などの追加
→ＡＩなどの各種システムで効率的に処理しやすくなる

ＡＩ「ＬＡＮＤ」
⾃然⾔語処理に特化したＡＩ
「⾃然⾔語処理」とは⼈間が⽇常的に使っている⾔葉をコンピュータで処理する⼀連の技術のこと
「ＬＡＮＤ」にデータを読みこませることで、⽇常的に使⽤する⾔葉でデータを検索できるようになる

例：検索時に使⽤する⾔葉
「●年●⽉の修理情報⾒せて」
「●●に関する設計情報を表⽰して」

「整流化」やＡＩ「ＬＡＮＤ」の活⽤により、お客さま業務を効率化する仕組みづくりを提供
=「情報資産化ソリューション」
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当社グループはお客さま企業が保有する、
製品、企業内⽂書、ノウハウ、スキルなどの情報(各種データ)を
「ナレッジ化」するためのサービスの提供をめざしている

お客さま企業内にある活⽤されていない情報(各種データ)を⾒える化

例：情報(各種データ)の具体例
紙の帳票
ファイル（ワード、エクセルなど）
業務上の知恵（カンコツ）
匠の技術 など

各種データを活⽤できるように整理
=「整流化」

整流化されたデータを蓄積
=「ナレッジデータセンタープラットフォーム」

データを利⽤者個⼈や業務シーンに応じて柔軟に活⽤
=「ナレッジ化」
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「ナレッジ」はＩＣＴ技術を⽤いて使い⼿に届けられる

例：業務シーンに応じたＩＣＴ活⽤
オフィス業務（ＲＰＡ、チャットボット）・・・ 伝票処理の⾃動化、規程集の⾳声検索 など
サービス/修理（ＡＲ）・・・ 修理⼿順の表現⽅法の⾼度化 など
技能伝承（スマートグラス）・・・ 「技術者の視覚情報(⽬線)」を活⽤した教育 など
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「ナレッジ化」の意義
→情報のあり⽅を「作り⼿視点」から「使い⼿視点」へ変えていく
※「マニュアル化」から「ナレッジ化」への進化

当社グループは、お客さま企業の現場改善に取り組んできた企業グループ
現場を理解したデータ活⽤の推進により成⻑をめざす
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成⻑戦略を体系的に捉え対応

フィットが資本業務提携により当社グループへ参画したことにより、
ＩＣＴ戦略における「ドキュメント領域/業務標準化のＩＣＴ化」がいっそう進む
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